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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エアコンが自動無風感モードで運転する時、所定の頻度で第一の室内運転パラメーター
と第二の室内運転パラメーターを取得し、前記第一の室内運転パラメーターと前記第二の
室内運転パラメーターに基づいて送風温度を得るステップと、
　前記第一の室内運転パラメーターに基づいて現在の温度変化傾向を判断するステップと
、
　エアコンの設定温度を取得し、前記設定温度、温度変化傾向及び送風温度の関係に基づ
いて対応する自動無風感制御動作を実行するステップと、を含む自動無風感制御方法。
【請求項２】
　エアコンが自動無風感モードで運転する時、所定の頻度で第一の室内運転パラメーター
と第二の室内運転パラメーターを取得し、前記第一の室内運転パラメーターと前記第二の
室内運転パラメーターに基づいて送風温度を得る前記ステップの前に、
　自動無風感モードのオン命令を取得した時、エアコンの設定温度及び第一の室内運転パ
ラメーターを取得し、前記設定温度と第一の室内運転パラメーターの関係がプリセット条
件を満たすか否かを確定するステップと、
　前記設定温度と第一の室内運転パラメーターの関係がプリセット条件を満たす時、自動
無風感モードで運転するステップと、をさらに含む請求項１に記載の自動無風感制御方法
。
【請求項３】
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　自動無風感モードのオン命令を取得した時、エアコンの設定温度及び第一の室内運転パ
ラメーターを取得し、前記設定温度と第一の室内運転パラメーターの関係がプリセット条
件を満たすか否かを確定する前記ステップの後で、
　前記設定温度と第一の室内運転パラメーターの関係がプリセット条件を満たさない時、
現在のモードを保つステップをさらに含む請求項２に記載の自動無風感制御方法。
【請求項４】
　前記第一の室内運転パラメーターに基づいて現在の温度変化傾向を判断する前記ステッ
プは、
　所定の頻度で第一の室内運転パラメーターを取得した時、現在の第一の室内運転パラメ
ーターが前回の第一の室内運転パラメーターより小さいか否かを確定するステップと、
　現在の第一の室内運転パラメーターが前回の第一の室内運転パラメーターより小さい場
合、現在の温度変化傾向が下降傾向であると判定するステップと、を含む請求項１に記載
の自動無風感制御方法。
【請求項５】
　所定の頻度で第一の室内運転パラメーターを取得した時、現在の第一の室内運転パラメ
ーターが前回の第一の室内運転パラメーターより小さいか否かを確定する前記ステップの
後で、
　現在の第一の室内運転パラメーターが前回の第一の室内運転パラメーターより大きい場
合、現在の温度変化傾向が上昇傾向であると判定するステップをさらに含む請求項４に記
載の自動無風感制御方法。
【請求項６】
　エアコンの設定温度を取得し、前記設定温度、温度変化傾向及び送風温度の関係に基づ
いて、対応する自動無風感制御動作を実行する前記ステップは、
　エアコンの設定温度を取得し、現在の温度変化傾向が下降傾向にあるか否かを確定する
ステップと、
　現在の温度変化傾向が下降傾向にある場合、前記設定温度及び送風温度に基づいて、導
風ストリップの運動状態、コンプレッサーの周波数及び送風機回転数を調節するステップ
と、を含む請求項１に記載の自動無風感制御方法。
【請求項７】
　エアコンの設定温度を取得し、現在の温度変化傾向が下降傾向にあるか否かを確定する
前記ステップの後で、
　現在の温度変化傾向が上昇傾向にある場合、前記設定温度及び送風温度に基づいて、導
風ストリップの運動状態、コンプレッサーの周波数及び送風機回転数を調節するステップ
をさらに含む請求項６に記載の自動無風感制御方法。
【請求項８】
　エアコンの設定温度を取得し、前記設定温度、温度変化傾向及び送風温度の関係に基づ
いて、対応する自動無風感制御動作を実行する前記ステップの後で、
　自動無風感モードのオフ命令を取得した時、或いは、他のモードに切り換える命令を取
得した時、自動無風感モードを終了するステップをさらに含む請求項１に記載の自動無風
感制御方法。
【請求項９】
　エアコンが自動無風感モードで運転する時、第一プリセット時間において水平導風スト
リップを上へ向けて第一プリセット角度に調節するステップと、
　第一プリセット時間が終了した時、所定の頻度でエアコンの設定温度、温度変化傾向及
び送風温度を取得し、前記設定温度、温度変化傾向及び送風温度の関係に基づいて対応す
る自動無風感制御動作を実行するステップと、をさらに含む請求項１に記載の自動無風感
制御方法。
【請求項１０】
　エアコンが自動無風感モードで運転する時、所定の頻度でエアコンの設定温度、温度変
化傾向及び送風温度を取得し、前記設定温度、温度変化傾向及び送風温度の関係に基づい
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て、第二プリセット時間において対応する自動無風感制御動作を実行するステップと、
　第二プリセット時間が終了した時、水平導風ストリップを上へ向けて第二プリセット角
度に調節するステップと、をさらに含む請求項１に記載の自動無風感制御方法。
【請求項１１】
　エアコンが自動無風感モードで運転する時、所定の頻度でエアコンの設定温度、温度変
化傾向及び送風温度を取得するステップと、
　前記設定温度、温度変化傾向及び送風温度の関係に基づいて、プリセットルールにより
、自動無風感制御動作と、導風ストリップを上へ向けて第三プリセット角度に調節する動
作とを交替で実行するステップと、をさらに含む請求項１に記載の自動無風感制御方法。
【請求項１２】
　メモリー、プロセッサー及び前記メモリーに記憶されて且つ前記プロセッサーで実行可
能な自動無風感制御プログラムを含む自動無風感制御装置であって、前記自動無風感制御
プログラムが前記プロセッサーにより実行される時、
　エアコンが自動無風感モードで運転する時、所定の頻度で第一の室内運転パラメーター
と第二の室内運転パラメーターを取得し、前記第一の室内運転パラメーターと前記第二の
室内運転パラメーターに基づいて送風温度を得るステップと、
　前記第一の室内運転パラメーターに基づいて現在の温度変化傾向を判断するステップと
、
　エアコンの設定温度を取得し、前記設定温度、温度変化傾向及び送風温度の関係に基づ
いて対応する自動無風感制御動作を実行するステップと、を実現する自動無風感制御装置
。
【請求項１３】
　前記自動無風感制御プログラムが前記プロセッサーにより実行される時、
　自動無風感モードのオン命令を取得した時、エアコンの設定温度及び第一の室内運転パ
ラメーターを取得し、前記設定温度と第一の室内運転パラメーターの関係がプリセット条
件を満たすか否かを確定するステップと、
　前記設定温度と第一の室内運転パラメーターの関係がプリセット条件を満たす時、自動
無風感モードに入るステップと、をさらに実現する請求項１２に記載の自動無風感制御装
置。
【請求項１４】
　前記自動無風感制御プログラムが前記プロセッサーにより実行される時、
　所定の頻度で第一の室内運転パラメーターを取得した時、現在の第一の室内運転パラメ
ーターが前回の第一の室内運転パラメーターより小さいか否かを確定するステップと、
　現在の第一の室内運転パラメーターが前回の第一の室内運転パラメーターより小さい場
合、現在の温度変化傾向が下降傾向であると判定するステップと、をさらに実現する請求
項１２に記載の自動無風感制御装置。
【請求項１５】
　前記自動無風感制御プログラムが前記プロセッサーにより実行される時、
　現在の第一の室内運転パラメーターが前回の第一の室内運転パラメーターより大きい場
合、現在の温度変化傾向が上昇傾向であると判定するステップをさらに実現する請求項１
４に記載の自動無風感制御装置。
【請求項１６】
　前記自動無風感制御プログラムが前記プロセッサーにより実行される時、
　エアコンの設定温度を取得し、現在の温度変化傾向が下降傾向にあるか否かを確定する
ステップと、
　現在の温度変化傾向が下降傾向にある場合、前記設定温度及び送風温度に基づいて、導
風ストリップの運動状態、コンプレッサーの周波数及び送風機回転数を調節するステップ
と、をさらに実現する請求項１２に記載の自動無風感制御装置。
【請求項１７】
　前記自動無風感制御プログラムが前記プロセッサーにより実行される時、
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　エアコンが自動無風感モードに入った時、第一プリセット時間において水平導風ストリ
ップを上へ向けて第一プリセット角度に調節するステップと、
　第一プリセット時間が終了した時、所定の頻度でエアコンの設定温度、温度変化傾向及
び送風温度を取得し、前記設定温度、温度変化傾向及び送風温度の関係に基づいて対応す
る自動無風感制御動作を実行するステップと、をさらに実現する請求項１２に記載の自動
無風感制御装置。
【請求項１８】
　前記自動無風感制御プログラムが前記プロセッサーにより実行される時、
　エアコンが自動無風感モードで運転する時、所定の頻度でエアコンの設定温度、温度変
化傾向及び送風温度を取得し、前記設定温度、温度変化傾向及び送風温度の関係に基づい
て、第二プリセット時間において対応する自動無風感制御動作を実行するステップと、
　第二プリセット時間が終了した時、水平導風ストリップを上へ向けて第二プリセット角
度に調節するステップと、をさらに実現する請求項１２に記載の自動無風感制御装置。
【請求項１９】
　前記自動無風感制御プログラムが前記プロセッサーにより実行される時、
　エアコンが自動無風感モードに入った時、所定の頻度でエアコンの設定温度、温度変化
傾向及び送風温度を取得するステップと、
　前記設定温度、温度変化傾向及び送風温度の関係に基づいて、プリセットルールにより
、自動無風感制御動作と、導風ストリップを上へ向けて第三プリセット角度に調節する動
作とを交替で実行するステップと、をさらに実現する請求項１２に記載の自動無風感制御
装置。
【請求項２０】
　自動無風感制御プログラムが記憶されているコンピュータ読み取り可能な記憶媒体であ
って、前記自動無風感制御プログラムがプロセッサーにより実行される時、
　エアコンが自動無風感モードに入った時、所定の頻度で第一の室内運転パラメーターと
第二の室内運転パラメーターを取得し、前記第一の室内運転パラメーターと前記第二の室
内運転パラメーターに基づいて送風温度を得るステップと、
　前記第一の室内運転パラメーターに基づいて現在の温度変化傾向を判断するステップと
、
　エアコンの設定温度を取得し、前記設定温度、温度変化傾向及び送風温度の関係に基づ
いて対応する自動無風感制御動作を実行するステップと、を実現するコンピュータ読み取
り可能な記憶媒体。
【請求項２１】
　前記自動無風感制御プログラムが前記プロセッサーにより実行される時、
　自動無風感モードのオン命令を取得した時、エアコンの設定温度及び第一の室内運転パ
ラメーターを取得し、前記設定温度と第一の室内運転パラメーターの関係がプリセット条
件を満たすか否かを確定するステップと、
　前記設定温度と第一の室内運転パラメーターの関係がプリセット条件を満たす時、自動
無風感モードで運転するステップと、をさらに実現する請求項２０に記載のコンピュータ
読み取り可能な記憶媒体。
【請求項２２】
　前記自動無風感制御プログラムが前記プロセッサーにより実行される時、
　所定の頻度で第一の室内運転パラメーターを取得した時、現在の第一の室内運転パラメ
ーターが前回の第一の室内運転パラメーターより小さいか否かを確定するステップと、
　現在の第一の室内運転パラメーターが前回の第一の室内運転パラメーターより小さい場
合、現在の温度変化傾向が下降傾向であると判定するステップと、をさらに実現する請求
項２０に記載のコンピュータ読み取り可能な記憶媒体。
【請求項２３】
　前記自動無風感制御プログラムが前記プロセッサーにより実行される時、
　現在の第一の室内運転パラメーターが前回の第一の室内運転パラメーターより大きい場
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合、現在の温度変化傾向が上昇傾向であると判定するステップをさらに実現する請求項２
２に記載のコンピュータ読み取り可能な記憶媒体。
【請求項２４】
　前記自動無風感制御プログラムが前記プロセッサーにより実行される時、
　エアコンの設定温度を取得し、現在の温度変化傾向が下降傾向にあるか否かを確定する
ステップと、
　現在の温度変化傾向が下降傾向にある場合、前記設定温度及び送風温度に基づいて、導
風ストリップの運動状態、コンプレッサーの周波数及び送風機回転数を調節するステップ
と、をさらに実現する請求項２０に記載のコンピュータ読み取り可能な記憶媒体。
【請求項２５】
　前記自動無風感制御プログラムが前記プロセッサーにより実行される時、
　エアコンが自動無風感モードで運転する時、第一プリセット時間において水平導風スト
リップを上へ向けて第一プリセット角度に調節するステップと、
　第一プリセット時間が終了した時、所定の頻度でエアコンの設定温度、温度変化傾向及
び送風温度を取得し、前記設定温度、温度変化傾向及び送風温度の関係に基づいて、対応
する自動無風感制御動作を実行するステップと、をさらに実現する請求項２０に記載のコ
ンピュータ読み取り可能な記憶媒体。
【請求項２６】
　前記自動無風感制御プログラムが前記プロセッサーにより実行される時、
　エアコンが自動無風感モードで運転する時、所定の頻度でエアコンの設定温度、温度変
化傾向及び送風温度を取得し、前記設定温度、温度変化傾向及び送風温度の関係に基づい
て、第二プリセット時間において対応する自動無風感制御動作を実行するステップと、
　第二プリセット時間が終了した時、水平導風ストリップを上へ向けて第二プリセット角
度に調節するステップと、をさらに実現する請求項２０に記載のコンピュータ読み取り可
能な記憶媒体。
【請求項２７】
　前記自動無風感制御プログラムが前記プロセッサーにより実行される時、
　エアコンが自動無風感モードで運転する時、所定の頻度でエアコンの設定温度、温度変
化傾向及び送風温度を取得するステップと、
　前記設定温度、温度変化傾向及び送風温度の関係に基づいて、プリセットルールにより
、自動無風感制御動作と、導風ストリップを上へ向けて第三プリセット角度に調節する動
作とを交替で実行するステップと、をさらに実現する請求項２０に記載のコンピュータ読
み取り可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本願は中国専利局に２０１７年１２月２８日に提出された、出願番号２０１７１１４９９
０７５．９、発明名称「自動無風感制御方法、装置及びコンピュータ読み取り可能な記憶
媒体」である中国特許出願の優先権を主張し、その全ての内容を引用により本願に組み入
れる。
【０００２】
本発明はエアコン技術分野に関し、特に自動無風感制御方法、装置及びコンピュータ読み
取り可能な記憶媒体に関する。
【背景技術】
【０００３】
エアコンは暑い夏の日に室内の温度を調節でき、人々に居心地のいい勉強あるいは仕事環
境を保ち、人々の心身健康と仕事の効率に有利である。しかし、長時間に渡って直接エア
コンが吹き出す冷たい風に当たると、特に人々の寝る時、一部の皮膚が外に出ていると、
風邪あるいは肩関節周囲炎等の病気を引き起こす可能性もあり、人に不快感を感じさせや
すい。特に人々がエアコンを使用する家庭において、しょっちゅうエアコンの送風口から
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吹き出される風を感じてしまう。これは一種の風吹感現象である。特に室内環境が快適に
達した時、或いは涼しめになった時、風吹感現象が現れる割合も増え、不快感を引き起こ
しやすくなる。
【０００４】
上記内容は本発明の技術案の理解を助けるために用いられ、上記内容が先行技術だと認め
るわけではない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
本願の主な目的は、先行技術において、エアコン室内機の冷房に風吹感現象が現れるとい
う問題を解決するための、自動無風感制御方法、装置及びコンピュータ読み取り可能な記
憶媒体を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
上記目的を実現するために、本発明は自動無風感制御方法を提供し、前記自動無風感制御
方法は、エアコンが自動無風感モードで運転する時、所定の頻度で第一の室内運転パラメ
ーターと第二の室内運転パラメーターを取得し、前記第一の室内運転パラメーターと前記
第二の室内運転パラメーターに基づいて送風温度を得るステップと、前記第一の室内運転
パラメーターに基づいて現在の温度変化傾向を判断するステップと、エアコンの設定温度
を取得し、前記設定温度、温度変化傾向及び送風温度の関係に基づいて対応する自動無風
感制御動作を実行するステップと、を含む。
【０００７】
本発明の有益な効果は、本発明によれば、エアコンが自動無風感モードに入った時、所定
の頻度で第一の室内運転パラメーターと第二の室内運転パラメーターを取得し、前記第一
の室内運転パラメーターと前記第二の室内運転パラメーターに基づいて送風温度を得て、
そして前記第一の室内運転パラメーターに基づいて現在の温度変化傾向を判断し、そして
エアコンの設定温度を取得し、前記設定温度、温度変化傾向及び送風温度の関係に基づい
て対応する自動無風感制御動作を実行する。本実施例では、無風感自動制御モードに入っ
た時、エアコンの設定温度、現在の温度変化傾向、及び送風温度の三者の間の関係により
対応する自動無風感制御動作を実行できる。主として上下の垂直導風ストリップの開閉を
調節し、コンプレッサーの周波数を制御し、そして室内送風機の回転数を調節することで
、エアコン室内機の送風をより快適でスマートにし、使用者の体験を改善する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の実施例の案に関わるハードウェア運転環境中の自動無風感制御装置が属
する端末の構造模式図である。
【図２】本発明の自動無風感制御方法の第一実施例の流れ模式図である。
【図３】本発明の自動無風感制御方法の第一実施例において、室内温度が下降傾向にある
時のＴｓ＜２４℃の場合、或いは室内温度が上昇傾向にある時のＴｓ＜２５℃の場合の送
風温度の経時変化模式図である。
【図４】本発明の自動無風感制御方法の第一実施例において、室内温度が下降傾向にある
時の２４℃≦Ｔｓ＜２６℃の場合、或いは室内温度が上昇傾向にある時の２５℃≦Ｔｓ＜
２７℃の場合の送風温度の経時変化模式図である。
【図５】本発明の自動無風感制御方法の第一実施例において、室内温度が下降傾向にある
時の２６℃≦Ｔｓ＜２８℃の場合、或いは室内温度が上昇傾向にある時の２７℃≦Ｔｓ＜
２９℃の場合の送風温度の経時変化模式図である。
【図６】本発明の自動無風感制御方法の第一実施例において、室内温度が下降傾向にある
時のＴｓ≧２８℃の場合、或いは室内温度が上昇傾向にある時のＴｓ≧２９℃の場合の送
風温度の経時変化模式図である。
【図７】本発明の自動無風感制御方法の第二実施例中の流れ模式図である。
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【図８】本発明の自動無風感制御方法の第三実施例において、前記第一の室内運転パラメ
ーターに基づいて現在の温度変化傾向を判断するステップの細分化流れ模式図である。
【図９】本発明の自動無風感制御方法の第四実施例において、エアコンの設定温度を取得
し、前記設定温度、温度変化傾向及び送風温度の関係に基づいて対応する自動無風感制御
動作を実行するステップの細分化流れ模式図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
添付図面を参照して、実施例と組み合わせて本発明の目的の実現、機能特徴及び長所をさ
らに説明する。
【００１０】
ここで説明する具体的な実施例は本発明を解釈するためだけに使われるのであって、本発
明を限定するために使われるのではないと理解しておくべきである。
【００１１】
図１に示すように、図１は本発明の実施例の案に関わるハードウェア運転環境の装置が属
する端末の構造模式図である。
【００１２】
本発明の実施例の端末はＰＣでもよく、スマートホン、タブレット、電子書籍リーダ、Ｍ
Ｐ３（Ｍｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ　Ａｕｄｉｏ　Ｌａ
ｙｅｒ　ＩＩＩ，動画専門家グループオーディオレイヤー３）プレイヤー、ＭＰ４（Ｍｏ
ｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ　Ａｕｄｉｏ　Ｌａｙｅｒ　Ｉ
Ｖ，動画専門家グループオーディオレイヤー４）プレイヤー、携帯コンピュータ等の、表
示機構を備える移動可能な端末機器でもよい。
【００１３】
図１に示すように、当該端末は、プロセッサー１００１（例えばＣＰＵ）、ネットワーク
インタフェース１００４、ユーザインタフェース１００３、メモリー１００５、通信バス
１００２を含んでもよい。ここで、通信バス１００２はこれらの部品の間の接続や通信を
実現するために使われる。ユーザインタフェース１００３はディスプレイ（Ｄｉｓｐｌａ
ｙ）、入力手段（例えばキーボード（Ｋｅｙｂｏａｒｄ））を含んでもよい。好ましくは
、ユーザインタフェース１００３はさらに標準の有線インタフェース、無線インタフェー
スを含んでもよい。好ましくは、ネットワークインタフェース１００４は標準の有線イン
タフェース、無線インタフェース（例えばＷＩ－ＦＩインタフェース）を含んでも良い。
メモリー１００５は高速ＲＡＭメモリーであってもよく、安定しているメモリー（ｎｏｎ
－ｖｏｌａｔｉｌｅ　ｍｅｍｏｒｙ）、例えば磁気ディスクメモリーでもよい。好ましく
は、メモリー１００５は前記プロセッサー１００１とは独立した記憶装置でもよい。
【００１４】
このましくは、端末はさらにウェブカメラ、ＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ，無
線周波数）回路、センサー、オーディオ回路、ＷｉＦｉモジュール等を含んでも良い。こ
こで、センサーは例えば光センサー、モーションセンセー及び他のセンサーである。具体
的に、光センサーは環境光センサー及び近接センサーを含む。ここで、環境光センサーは
環境光線の明暗に基づいてディスプレイの輝度を調節できる。近接センサーは携帯端末が
耳元に移動した時に、ディスプレイ及び／又はバックライトをオフにできる。モーション
センサーの一種として、重力加速度センサーは各方向上（通常では三軸）の加速度の大き
さを検知でき、静止時は重力の大きさ及び方向を検出でき、携帯端末の姿勢を認識する応
用（例えば横向き／縦向きの切り替え、関連するゲーム、磁力計姿勢校正）、振動認識の
関連機能（例えば歩数計、クリック）等に利用できる。勿論、携帯端末にはさらにジャイ
ロスコープ、気圧計、湿度計、温度計、赤外線センサー等他のセンサーが配置でき、ここ
では贅言しない。
【００１５】
当業者にとっては、図１に示す端末の構造は端末に対する限定を構成せず、図示より多い
或いは少ない部品を含んでもよく、或いは一部の部品を組み合わせたり、異なる部品の配
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置をしてもよいことは、理解できるであろう。
【００１６】
図１に示すように、一種のコンピュータ記憶媒体としてのメモリー１００５の中には、オ
ペレーティングシステム、ネットワーク通信モジュール、ユーザインタフェースモジュー
ル及び自動無風感制御プログラムを含んでも良い。
【００１７】
図１に示す端末において、ネットワークインタフェース１００４は主にバックエンドサー
バーと接続され、バックエンドサーバーとのデータ通信に利用される。ユーザインタフェ
ース１００３は主にクライアント側（ユーザ側）と接続され、クライアント側とのデータ
通信に利用される。そしてプロセッサー１００１はメモリー１００５の中に記憶されてい
る自動無風感制御プログラムを呼び出すために利用できる。
【００１８】
本実施例において、自動無風感制御装置は、メモリー１００５、プロセッサー１００１及
び前記メモリー１００５に記憶されて且つ前記プロセッサー１００１で実行可能な自動無
風感制御プログラムを含み、ここで、プロセッサー１００１はメモリー１００５の中に記
憶されている自動無風感制御プログラムを呼び出す時、以下の操作を実行する。エアコン
が自動無風感モードに入った時、所定の頻度で第一の室内運転パラメーターと第二の室内
運転パラメーターを取得し、前記第一の室内運転パラメーターと前記第二の室内運転パラ
メーターに基づいて送風温度を得ることと、前記第一の室内運転パラメーターに基づいて
現在の温度変化傾向を判断することと、エアコンの設定温度を取得し、前記設定温度、温
度変化傾向及び送風温度の関係に基づいて対応する自動無風感制御動作を実行すること。
【００１９】
本発明の第一実施例は自動無風感制御方法を提供する。図２を参照し、図２は本発明の自
動無風感制御方法の第一実施例の流れ模式図である。前記自動無風感制御方法は以下のス
テップを含む。
【００２０】
ステップＳ１０において、エアコンが自動無風感モードに入った時、所定の頻度で第一の
室内運転パラメーターと第二の室内運転パラメーターを取得し、前記第一の室内運転パラ
メーターと前記第二の室内運転パラメーターに基づいて送風温度を得る。
【００２１】
エアコンの送風温度とはエアコン室内機の送風口から吹き出される冷たい風の実時間温度
であり、本実施例では室内運転パラメーターＴ１とＴ２に基づいて計算数式により計算し
て得られる。送風温度を計算する計算数式は式（1）になる。
【００２２】
【数１】

【００２３】
ここで、Ｔ１は室内環境温度値であり、Ｔ２は蒸発器コイル温度値である。室内環境温度
はエアコン室内機上に設置されている温度センサーによって測定して得られる。蒸発器コ
イルはまた銅管と呼ばれ、銅管とアルミ箔でフィンーチューブ構造を有する熱交換器を構
成する。銅管温度は熱交換器銅管上の温度センサーにより測定して得られる。室内環境温
度Ｔ１は第一の室内運転パラメーターであり、蒸発器コイル温度値は第二の室内運転パラ
メーターである。
【００２４】
所定の頻度は技術者により自ら設定でき、一定の時間おきに複数回にわたって第一の室内
運転パラメーターと第二の室内運転パラメーターを取得するために利用される。例えば、
１分間或いは０．５分間おきに室内機と銅管上の温度センサーから室内環境温度値Ｔ１と
蒸発器コイル温度値Ｔ２を一回取得し、そして当該温度値を通して室内機送風口の送風温
度値Ｔａを計算により得てもよい。
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【００２５】
ステップＳ２０において、前記第一の室内運転パラメーターに基づいて現在の温度変化傾
向を判断する。
【００２６】
前記第一の室内運転パラメーターを取得した時、今回取得した第一の室内運転パラメータ
ーの値と前回取得した第一の室内運転パラメーターの値を比較し、今回取得した第一の室
内運転パラメーターの値が前回取得した第一の室内運転パラメーターの値より大きい場合
、現在の室内温度変化傾向が上昇傾向であると判断し、今回取得した第一の室内運転パラ
メーターの値が前回取得した第一の室内運転パラメーターの値より小さい場合、現在の室
内温度変化傾向が下降傾向であると判断する。
【００２７】
ステップＳ３０において、エアコンの設定温度を取得し、前記設定温度、温度変化傾向及
び送風温度の関係に基づいて対応する自動無風感制御動作を実行する。
【００２８】
エアコンの設定温度を取得し、エアコンの設定温度とは、使用者がリモコン或いは他の手
段でエアコンに対して設定する目標室内調節温度である。エアコンの設定温度は使用者の
意思を体現するとともに、エアコンの調節目標を示す。無風感機能の実用的な意義は、部
屋の温度は既に下げられて、目標設定温度に達した或いは目標設定温度に近い時、次に、
現在の部屋の温度を維持したまま、そして冷房風の風吹感が人にもたらす影響をできるだ
け減らすように、風速とコンプレッサー周波数をさげる必要があることである。無風感を
オンにする時実行される自動無風感制御動作は主に、垂直導風ストリップ、エアコンコン
プレッサー及び送風機の三つの面で冷房機能に対して制御を行う。エアコンが自動無風感
モードに入った時、垂直の導風ストルップは閉じて、この時、風は閉じた導風ストリップ
の小さい孔から吹き出されて、無風感効果を果たす。無風感機能はさらに上無風感と下無
風感に分かれている。ここで、上無風感とは上の垂直導風ストリップが閉じて、コンプレ
ッサーの周波数が３５ｈｚに制限され、自動風であれば風速は３５％を超えないようにす
る。下無風感とは下の垂直導風ストリップが閉じて、周波数が４０ｈｚに制限され、自動
風であれば風速は４５％を超えないようにする。同時に上下無風感を起動するとは上下の
垂直導風ストリップを閉じて、周波数が最小周波数に制限され、自動風であれば風速は３
５％を超えないようにする。上無風感の周波数と風速が下無風感の周波数と風速より低い
のは、エアコンの上部エリアが比較的高く、送風距離が比較的遠く、起動時の冷房効果が
下無風感よりよいので、周波数と風速を下げて同じ効果を実現できるからである。本実施
例では、室内機は上中下の三段部分の導風板を含む、合わせて三段の導風板を有する。こ
こで、上垂直導風ストリップは床置き形エアコンの上段部分導風板、下垂直導風ストリッ
プは床置き形エアコンの中段と下段導風板に対応する。
【００２９】
上無風感をオンにする動作ルールとしては、上垂直導風ストリップを閉じて、コンプレッ
サー周波数と送風機風速をある具体的なレベルより低く制限する。技術者自ら設定でき、
例えば、周波数を３５ｈｚに制限し、自動風であれば風速は３５％を超えないようにする
。下無風感をオンにする動作ルールとしては、下垂直導風ストリップを閉じて、コンプレ
ッサー周波数と送風機風速をある具体的なレベルより低く制限する。技術者自ら設定でき
、例えば、周波数を４０ｈｚに制限し、自動風であれば風速は４５％を超えないようにす
る。同時に上、下無風感をオンにする動作ルールとしては、上、下の垂直導風ストリップ
を同時に閉じて、コンプレッサー周波数と送風機風速をある具体的なレベルより低く制限
する。技術者自ら設定でき、例えば、周波数を最小周波数に制限し、自動風であれば風速
は３５％を超えないようにする。
【００３０】
ａ）現在の室内温度変化傾向が上昇傾向である場合、エアコンの設定温度Ｔｓ及び送風口
の送風温度Ｔａに基づいて対応する自動無風感制御動作を決める。
【００３１】
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１）Ｔｓ＜２５℃である場合を、図３に示す。
【００３２】
Ｔａ＞２９℃である場合、上、下無風感を全てオフにする。即ち、同時に上、下の垂直導
風ストリップを開いて、風速を自動制御に設定する。
【００３３】
２７℃＜Ｔａ≦２９℃である場合、下無風感をオンにして、上無風感をオフにする。即ち
、上垂直導風ストリップを開いて、下垂直導風ストリップを閉じて、コンプレッサー周波
数と送風機風速をある具体的なレベルより低く制限する。技術者自ら設定でき、例えば、
コンプレッサー周波数を４０ｈｚに制限し、自動風であれば送風機の風速は４５％を超え
ないようにし、下無風感をオンにする具体的な動作ルールにより操作する。
【００３４】
２５℃＜Ｔａ≦２７℃である場合、上無風感と下無風感を交替でオンとオフにする。即ち
、上、下の垂直導風ストリップを交替で開いたり閉じたりする。具体的に、まずは上無風
感をオンにして、第一のプリセット時間運転し、そして上無風感をオフにすると同時に、
下無風感をオンして、第二のプリセット時間運転し、そして再び下無風感をオフにして、
上無風感をオンにして、第一のプリセット時間運転する。Ｔａ＜２５℃になるまで、上記
の過程で循環して交替をする。例えば、２５℃＜Ｔａ≦２７℃である場合、上無風感と下
無風感を交替でオンとオフにする。まずは上無風感をオンにして、時間ｔ１＝１２０ｓ運
転し、そして上無風感をオフにして下無風感をオンして、時間ｔ２＝６０ｓ運転し、そし
て再び下無風感をオフにして、上無風感をオンにする。Ｔａ＜２５℃になるまで、上記の
過程で循環して交替で運転する。上無風感と下無風感をオンにする具体的な動作ルールに
より操作する。
【００３５】
Ｔａ＜２５℃である場合、同時に上、下無風感をオンにし、上無風感と下無風感をオンに
する具体的な動作ルールにより操作する。
【００３６】
２）２５℃≦Ｔｓ＜２７℃である場合を、図４に示す。
Ｔａ＞２９℃である場合、上、下無風感を全てオフにする。即ち、同時に上、下の垂直導
風ストリップを開いて、風速を自動制御に設定する。
【００３７】
２７℃＜Ｔａ≦２９℃である場合、下無風感をオンにし、上無風感をオフにし、下無風感
をオンにする具体的な動作ルールにより操作する。
【００３８】
Ｔｓ＜Ｔａ≦２７℃である場合、上無風感と下無風感を交替でオンとオフにする。即ち、
上、下の垂直導風ストリップを交替で開いたり閉じたりする。具体的に、まずは上無風感
をオンにして、第一のプリセット時間運転し、そして上無風感をオフにする同時に、下無
風感をオンして、第二のプリセット時間運転し、そして再び下無風感をオフにして、上無
風感をオンにして、第一のプリセット時間運転する。Ｔａ＜Ｔｓになるまで、上記の過程
で循環して交替をする。例えば、Ｔｓ＜Ｔａ≦２７℃である場合、上無風感と下無風感を
交替でオンとオフにする。まずは上無風感をオンにして、時間ｔ１＝１２０ｓ運転し、そ
して上無風感をオフにして下無風感をオンして、時間ｔ２＝６０ｓ運転し、そして再び下
無風感をオフにして、上無風感をオンにする。Ｔａ＜Ｔｓになるまで、上記の過程で循環
して交替で運転する。上無風感と下無風感をオンにする具体的な動作ルールにより操作す
る。
【００３９】
Ｔａ＜Ｔｓである場合、同時に上、下無風感をオンにし、即ち同時に上垂直導風ストリッ
プと下垂直導風ストリップを閉じて、上無風感と下無風感をオンにする具体的な動作ルー
ルにより操作する。
【００４０】
３）２７℃≦Ｔｓ＜２９℃である場合を、図５に示す。
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【００４１】
Ｔａ＞２９℃である場合、上、下無風感を全てオフにする。即ち、同時に上、下の垂直導
風ストリップを開いて、風速を自動制御に設定する。
【００４２】
Ｔｓ＜Ｔａ≦２９℃である場合、上無風感と下無風感を交替でオンとオフにする。即ち、
上、下の垂直導風ストリップを交替で開いたり閉じたりする。具体的に、まずは上無風感
をオンにして、第一のプリセット時間運転し、そして上無風感をオフにする同時に、下無
風感をオンして、第二のプリセット時間運転し、そして再び下無風感をオフにして、上無
風感をオンにして、第一のプリセット時間運転する。Ｔａ＜Ｔｓになるまで、上記の過程
で循環して交替をする。例えば、Ｔｓ＜Ｔａ≦２９℃である場合、上無風感と下無風感を
交替でオンとオフにする。まずは上無風感をオンにして、時間ｔ１＝１２０ｓ運転し、そ
して上無風感をオフにして下無風感をオンして、時間ｔ２＝６０ｓ運転し、そして再び下
無風感をオフにして、上無風感をオンにする。Ｔａ＜Ｔｓになるまで、上記の過程で循環
して交替で運転する。上無風感と下無風感をオンにする具体的な動作ルールにより操作す
る。
【００４３】
Ｔａ＜Ｔｓである場合、同時に上、下無風感をオンにする。即ち同時に上垂直導風ストリ
ップと下垂直導風ストリップを閉じて、上無風感と下無風感をオンにする具体的な動作ル
ールにより操作する。
【００４４】
４）Ｔｓ≧２９℃である場合、上、下無風感を全てオフにする。即ち、図６に示すように
、同時に上、下の垂直導風ストリップを開いて、風速を自動制御に設定する。
【００４５】
ｂ）現在の室内温度変化傾向が下降傾向である場合、エアコンの設定温度Ｔｓ及び送風口
の送風温度Ｔａに基づいて対応する自動無風感制御動作を決める。
【００４６】
１）Ｔｓ＜２４℃である場合を、図３に示す。
【００４７】
Ｔａ＞２８℃である場合、上、下無風感を全てオフにする。即ち、同時に上、下の垂直導
風ストリップを開いて、風速を自動制御に設定する。
【００４８】
２６℃＜Ｔａ≦２８℃である場合、下無風感をオンにし、上無風感をオフにする。即ち、
上垂直導風ストリップを開いて、下垂直導風ストリップをとじて、下無風感をオンにする
具体的な動作ルールにより操作する。
【００４９】
２４℃＜Ｔａ≦２６℃である場合、上無風感と下無風感を交替でオンとオフにする。即ち
、上、下の垂直導風ストリップを交替で開いたり閉じたりする。具体的に、まずは上無風
感をオンにして、第一のプリセット時間運転し、そして上無風感をオフにする同時に、下
無風感をオンして、第二のプリセット時間運転し、そして再び下無風感をオフにして、上
無風感をオンにして、第一のプリセット時間運転する。Ｔａ＜２４℃になるまで、上記の
過程で循環して交替をする。例えば、２４℃＜Ｔａ≦２６℃である場合、上無風感と下無
風感を交替でオンとオフにする。まずは上無風感をオンにして、時間ｔ１＝１２０ｓ運転
し、そして上無風感をオフにして下無風感をオンして、時間ｔ２＝６０ｓ運転し、そして
再び下無風感をオフにして、上無風感をオンにする。Ｔａ＜２４℃になるまで、上記の過
程で循環して交替で運転する。上無風感と下無風感をオンにする具体的な動作ルールによ
り操作する。
【００５０】
Ｔａ＜２４℃である場合、同時に上、下無風感をオンにし、上無風感と下無風感をオンに
する具体的な動作ルールにより操作する。
【００５１】
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２）２４℃≦Ｔｓ＜２６℃である場合を、図４に示す。
【００５２】
Ｔａ＞２８℃である場合、上、下無風感を全てオフにする。即ち、同時に上、下の垂直導
風ストリップを開いて、風速を自動制御に設定する。
【００５３】
２６℃＜Ｔａ≦２８℃である場合、下無風感をオンにし、上無風感をオフにする。即ち、
上垂直導風ストリップを開いて、下垂直導風ストリップを閉じて、下無風感をオンにする
具体的な動作ルールにより操作する。
【００５４】
Ｔｓ＜Ｔａ≦２６℃である場合、上無風感と下無風感を交替でオンとオフにする。即ち、
上、下の垂直導風ストリップを交替で開いたり閉じたりする。具体的に、まずは上無風感
をオンにして、第一のプリセット時間運転し、そして上無風感をオフにする同時に、下無
風感をオンして、第二のプリセット時間運転し、そして再び下無風感をオフにして、上無
風感をオンにして、第一のプリセット時間運転する。Ｔａ＜Ｔｓになるまで、上記の過程
で循環して交替をする。例えば、Ｔｓ＜Ｔａ≦２６℃である場合、上無風感と下無風感を
交替でオンとオフにする。まずは上無風感をオンにして、時間ｔ１＝１２０ｓ運転し、そ
して上無風感をオフにして下無風感をオンして、時間ｔ２＝６０ｓ運転し、そして再び下
無風感をオフにして、上無風感をオンにする。Ｔａ＜Ｔｓになるまで、上記の過程で循環
して交替で運転する。上無風感と下無風感をオンにする具体的な動作ルールにより操作す
る。
【００５５】
Ｔａ＜Ｔｓである場合、同時に上、下無風感をオンにし、上無風感と下無風感をオンにす
る具体的な動作ルールにより操作する。
【００５６】
３）２６℃≦Ｔｓ＜２８℃である場合を、図５に示す。
【００５７】
Ｔａ＞２８℃である場合、上、下無風感を全てオフにする。即ち、同時に上、下の垂直導
風ストリップを開いて、風速を自動制御に設定する。
【００５８】
Ｔｓ＜Ｔａ≦２８℃である場合、上無風感と下無風感を交替でオンとオフにする。即ち、
上、下の垂直導風ストリップを交替で開いたり閉じたりする。具体的に、まずは上無風感
をオンにして、第一のプリセット時間運転し、そして上無風感をオフにする同時に、下無
風感をオンして、第二のプリセット時間運転し、そして再び下無風感をオフにして、上無
風感をオンにして、第一のプリセット時間運転する。Ｔａ＜Ｔｓになるまで、上記の過程
で循環して交替をする。例えば、Ｔｓ＜Ｔａ≦２８℃である場合、上無風感と下無風感を
交替でオンとオフにする。まずは上無風感をオンにして、時間ｔ１＝１２０ｓ運転し、そ
して上無風感をオフにして下無風感をオンして、時間ｔ２＝６０ｓ運転し、そして再び下
無風感をオフにして、上無風感をオンにする。Ｔａ＜Ｔｓになるまで、上記の過程で循環
して交替で運転する。上無風感と下無風感をオンにする具体的な動作ルールにより操作す
る。
【００５９】
Ｔａ＜Ｔｓである場合、同時に上、下無風感をオンにし、上無風感と下無風感をオンにす
る具体的な動作ルールにより操作する。
【００６０】
４）Ｔｓ≧２８℃である場合、上、下無風感を全てオフにする。即ち、図６に示すように
、同時に上、下の垂直導風ストリップを開いて、風速を自動制御に設定する。
【００６１】
さらに、一実施例において、ステップＳ３０の後に、前記方法はさらに以下のことを含む
。
【００６２】
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自動無風感モードのオフ命令を取得した時、或いは、他のモードに切り換える命令を取得
した時、自動無風感モードを終了する。
【００６３】
エアコンが自動無風感モードにある時、リモコン或いはＡＰＰからの無風感をオフにする
命令を受け取ると、自動無風感モードを終了する。エアコンが自動無風感モードにある時
、リモコンで暖房、除湿、送風、自動モードに切り換えた場合も、無風感モードを終了で
きる。つまり、無風感モードのオフ命令を受け取る或いは、他のモードに切り換えるとい
う二つの条件の何れか一つを満たせば、自動無風感モードを終了できる。無風感モードを
終了した時、対応する導風ストリップは元の状態に戻り、周波数と風速の制限を解除する
。
【００６４】
本実施例で提案する自動無風感制御方法によれば、エアコンが自動無風感モードに入った
時、所定の頻度で第一の室内運転パラメーターと第二の室内運転パラメーターを取得し、
前記第一の室内運転パラメーターと前記第二の室内運転パラメーターに基づいて送風温度
を得て、そして前記第一の室内運転パラメーターに基づいて現在の温度変化傾向を判断し
、そして、エアコンの設定温度を取得し、前記設定温度、温度変化傾向及び送風温度の関
係に基づいて対応する自動無風感制御動作を実行する。本実施例では、無風感自動制御モ
ードに入った時、エアコンの設定温度、現在の温度変化傾向、及び送風温度の三者の間の
関係により対応する自動無風感制御動作を実行できる。主として上下の垂直導風ストリッ
プの開閉を調節し、コンプレッサーの周波数を制御し、そして室内送風機の回転数を調節
することで、エアコン室内機の送風をより快適でスマートにし、使用者の体験を改善する
。
【００６５】
第一実施例に基づいて、本発明の自動無風感制御方法の第二実施例を提案する。図７を参
照し、ステップＳ１０の前に、前記方法はさらに以下のことを含む。
【００６６】
ステップＳ４０において、自動無風感モードオンの命令を取得した時、エアコンの設定温
度及び第一の室内運転パラメーターを取得し、前記設定温度と第一の室内運転パラメータ
ーの関係がプリセット条件を満たすか否かを確定する。
【００６７】
自動無風感モードのオン命令はリモコンから送信してもよく、関連するアプリケーション
プログラムＡＰＰから送信してもよい。無風感モードのオン命令を受け取った時、エアコ
ンの設定温度Ｔｓ及び第一の室内運転パラメーターＴ１、即ち室内環境温度値を取得する
。
【００６８】
エアコンが自動無風感モードの入った時、より快適な無風感状態を実現するように、水平
導風ストリップと無風感制御動作とを組み合わせて、共同で無風感モードにおいて水平導
風ストリップの運動状態、垂直導風ストリップの運動状態、コンプレッサーの周波数及び
送風機の回転数に対する調節を実現する。具体的な組み合わせ方法としては、以下のルー
ルに従うことができる。
【００６９】
このステップの中に三つの同等の案が含まれている。第一の案としては、まずは導風スト
リップを上へ向けてある角度に調節し、第一のプリセット時間運転し、そして前記設定温
度、温度変化傾向及び送風温度の関係に基づいて対応する自動無風感制御動作を実行する
。第二の案としては、まずは第二のプリセット時間において無風感で運転する。つまり、
前記設定温度、温度変化傾向及び送風温度の関係に基づいて対応する自動無風感制御動作
を実行し、導風ストリップを上へ向けてある角度に調節する。第三の案としては、第二の
プリセットルールにより、自動無風感制御動作と、導風ストリップを上に向けて第三プリ
セット角度に調節する動作とを交替で実行する。第三の案の中の第二のプリセットルール
は主に以下の幾つかの種類の動作手順を含む。上無風感、下無風感、導風ストリップを上
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へ向けてある角度に調節。２）上無風感、導風ストリップを上へ向けてある角度に調節、
下無風感。３）下無風感、上無風感、導風ストリップを上へ向けてある角度に調節。４）
下無風感、導風ストリップを上へ向けてある角度に調節、上無風感。５）導風ストリップ
を上へ向けてある角度に調節、下無風感、上無風感。６）導風ストリップを上へ向けてあ
る角度に調節、上無風感、下無風感。
【００７０】
前記第一の室内運転パラメーターを取得した時、今回取得した第一の室内運転パラメータ
ーの値と前回取得した第一の室内運転パラメーターの値を比較し、今回取得した第一の室
内運転パラメーターの値が前回取得した第一の室内運転パラメーターの値より大きい場合
、現在の室内温度変化傾向が上昇傾向であると判断し、今回取得した第一の室内運転パラ
メーターの値が前回取得した第一の室内運転パラメーターの値より小さい場合、現在の室
内温度変化傾向が下降傾向であると判断する。エアコンの設定温度を取得し、エアコンの
設定温度とは、使用者がリモコン或いは他の手段でエアコンに対する設定する目標室内調
節温度である。エアコンの設定温度は使用者の意思を体現するとともに、エアコンの調節
目標を示す。無風感機能実用的な意義は、部屋の温度は既に下げられて、目標設定温度に
達した或いは目標設定温度に近い時、次に、現在の部屋の温度を維持したまま、そして冷
房風の風吹感が人にもたらす影響をできるだけ減らすように、風速とコンプレッサー周波
数を下げる必要があることである。無風感をオンにする時実行される自動無風感制御動作
として、主に、垂直導風ストリップ、エアコンコンプレッサー及び送風機の三つの面で冷
房機能に対して制御を行う。エアコンが自動無風感モードに入った時、垂直の導風ストリ
ップは閉じて、この時、風は閉じた導風ストリップの小さい孔から吹き出されて、無風感
効果を果たす。無風感機能はさらに上無風感と下無風感に分かれている。ここで、上無風
感とは上の垂直導風ストリップが閉じて、コンプレッサーの周波数が３５ｈｚに制限され
、自動風であれば風速は３５％を超えないようにする。下無風感とは下の垂直導風ストリ
ップが閉じて、周波数が４０ｈｚに制限され、自動風であれば風速は４５％を超えないよ
うにする。同時に上下無風感を起動するとは上下の垂直導風ストリップを閉じて、周波数
が最小周波数に制限され、自動風であれえば風速は３５％を超えないようにする。上無風
感の周波数と風速が下無風感の周波数と風速より低いのは、エアコンの上部エリアが比較
的高く、送風距離が比較的遠く、起動時の冷房効果が下無風感よりよいので、周波数と風
速を下げて同じ効果を実現できるからである。本実施例では、室内機は上中下の三段部分
導風板を含む、合わせて三段の導風板を有する。ここで、上垂直導風ストリップは床置き
形エアコンの上段部分導風板、下垂直導風ストリップは床置き形エアコンの中段と下段導
風板に対応する。
【００７１】
上無風感をオンにする動作ルールは、上垂直導風ストリップを閉じて、コンプレッサー周
波数と送風機風速をある具体的なレベルより低く制限する。技術者自ら設定でき、例えば
、周波数を３５ｈｚに制限し、自動風であれば風速は３５％を超えないようにする。下無
風感をオンにする動作ルールは、下垂直導風ストリップを閉じて、コンプレッサー周波数
と送風機風速をある具体的なレベルより低く制限する。技術者自ら設定でき、例えば、周
波数を４０ｈｚに制限し、自動風であれば風速は４５％を超えないようにする。同時に上
、下無風感をオンにする動作ルールは、上、下垂直導風ストリップを同時に閉じて、コン
プレッサー周波数と送風機風速をある具体的なレベルより低く制限する。技術者自ら設定
でき、例えば、周波数を最小周波数に制限し、自動風であれば風速は３５％を超えないよ
うにする。
【００７２】
前記設定温度と第一の室内運転パラメーターの関係がプリセット条件を満たさない時、現
在のモードを保つ。無風感モードのオン命令を受信した時、エアコンの設定温度及び第一
の室内運転パラメーター、即ち室内環境温度値を取得する。との関係が一定の関係を満た
す時、エアコンを自動無風感モードに入らせ、この条件を満たせば、エアコンが自動無風
感モードに入り、この条件を満たさなければ、現在のモードを保つ。エアコンに可能なモ
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ードとしては、暖房モード、除湿モード、送風モード及び自動モードがある。エアコンが
リモコン或いはＡＰＰの自動無風感の命令を受け取ったこと、及びの二つの条件を同時に
満たした時だけ、エアコンは自動無風感モードに入る。
【００７３】
上記の三つの案において、何れもエアコンの設定温度、温度変化傾向及び送風温度の関係
に基づいて対応する自動無風感制御動作を実行することを含む。この三つの案の中の無風
感制御動作を実行する運転の期間で、水平導風ストリップも追随して上下へと揺れること
により、空気温度の均一性を増し、垂直方向の温度差を減らし、風吹感の差を減らす目的
を果たす。水平導風ストリップの無風感制御動作運転期間における具体的な運動規則（水
平導風ストリップの運動時間帯と運動角度を含むがこれに限定されない）は技術者により
自ら設定できる。
【００７４】
エアコンが自動無風感モードにある時、リモコン或いはＡＰＰからの無風感をオフにする
命令を受け取ると、自動無風感モードを終了する。エアコンが自動無風感モードにある時
、リモコンで暖房、除湿、送風、自動モードに切り換えた場合も、無風感モードを終了で
きる。つまり、無風感モードのオフ命令を受け取る或いは、他のモードに切り換えるとい
う二つの条件の何れか一つを満たせば、自動無風感モードを終了できる。無風感モードを
終了した時、対応する導風ストリップは元の状態に戻り、周波数と風速の制限を解除する
。
【００７５】
ステップＳ５０において、前記設定温度と第一の室内運転パラメーターの関係がプリセッ
ト条件を満たす時、自動無風感モードに入る。
【００７６】
ＴｓとＴ１の関係が一定の関係を満たす時、エアコンを自動無風感モードに入らせる。本
実施例では、ＴｓとＴ１の関係はＴ１－Ｔｓ＜Ｘ℃を満たす必要がある。Ｘの具体的な数
値は技術者がある地域の実際の状況に基づいて具体的に決めることができる。例えば、ユ
ーザがリモコン或いはＡＰＰで自動無風感モードのオン命令を送った時、この時のエアコ
ンの設定温度Ｔｓ及び第一の室内運転パラメーターＴ１を取得し、ＴｓとＴ１の関係がＴ
１－Ｔｓ＜２℃を満たすか否かを判断する。この条件は現在の室内温度と目標温度との差
の値がある数値より小さいことを保証し、目標温度に達することを保証する前提で快適度
を調整できる。この条件を満たせば、エアコンは自動無風感モードに入り、この条件を満
たさなければ、現在のモードを保つ。エアコンに可能なモードとしては、暖房モード、除
湿モード、送風モード及び自動モードがある。エアコンがリモコン或いはＡＰＰの自動無
風感の命令を受け取ったこと、及びＴ１－Ｔｓ＜２℃の二つの条件を同時に満たした時だ
け、エアコンは自動無風感モードに入る。
【００７７】
さらに、一実施例において、ステップＳ４０の後に、前記方法はさらに以下のことを含む
。
【００７８】
前記設定温度と第一の室内運転パラメーターの関係がプリセット条件を満たさない時、現
在のモードを保つ。
【００７９】
無風感モードのオン命令を受信した時、エアコンの設定温度Ｔｓ及び第一の室内運転パラ
メーターＴ１、即ち室内環境温度値を取得する。ＴｓとＴ１の関係が一定の関係を満たす
時、エアコンを自動無風感モードに入らせ、この条件を満たせば、エアコンが自動無風感
モードに入り、この条件を満たさなければ、現在のモードを保つ。エアコンに可能なモー
ドとしては、暖房モード、除湿モード、送風モード及び自動モードがある。エアコンがリ
モコン或いはＡＰＰの自動無風感の命令を受け取ったこと、及びＴ１－Ｔｓ＜２℃の二つ
の条件を同時に満たした時だけ、エアコンは自動無風感モードに入る。
【００８０】
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本実施例で提案する自動無風感制御方法は、自動無風感モードのオン命令を取得した時、
所定の頻度でエアコンの設定温度及び第一の室内運転パラメーターを取得することにより
、前記設定温度と第一の室内運転パラメーターの関係がプリセット条件を満たすか否かを
確定する。そして前記設定温度と第一の室内運転パラメーターの関係がプリセット条件を
満たす時、自動無風感モードに入る。無風感モードのオン命令を受け取ったことと、無風
感モードオンの条件（即ちＴ１－Ｔｓ＜Ｘ℃）を同時に満たした時だけ、エアコンの自動
無風感モードをオンにできる。これにより、エアコンの温度下降及び快適度向上との均衡
点をよく組み合わせた。無風感をオンにする時、エアコンの風力が比較的小さいため、吹
き出される風は導風ストリップの小さい孔からしか出ることができない。これで、大量の
冷たい風が直接吹き出される時にもたらされた不快感を有効的に改善し、エアコンデザイ
ンのヒューマニゼーションという特長を体現した。
【００８１】
第一実施例に基づいて、本発明の自動無風感制御方法の第三実施例を提案する。図８を参
照し、ステップＳ２０は以下のステップを含む。
【００８２】
ステップＳ２１において、所定の頻度で第一の室内運転パラメーターを取得した時、現在
の第一の室内運転パラメーターが前回の第一の室内運転パラメーターより小さいか否かを
確定する。
【００８３】
所定の頻度は技術者により自ら設定でき、一定の時間おきに複数回にわたって第一の室内
運転パラメーターを取得するために利用される。例えば、１分間或いは０．５分間おきに
室内機上の温度センサーから室内環境温度値Ｔ１を一回取得し、そして今回取得したＴ１
と前回取得したＴ１の大きさを比較できる。
【００８４】
ステップＳ２２において、現在の第一の室内運転パラメーターが前回の第一の室内運転パ
ラメーターより小さい場合、現在の温度変化傾向が下降傾向であると判定する。
【００８５】
今回取得したＴ１が前回取得したＴ１より小さければ、一定の時間間隔の後で、室内環境
温度値が前回取得したＴ１から今回取得したＴ１に下がったということになる。温度値が
下がったことは、温度変化の傾向が下降であることを示す。よって現在の温度変化傾向は
下降傾向であると判定できる。
【００８６】
さらに、一実施例において、ステップＳ２１の後に、前記方法はさらに以下のことを含む
。
【００８７】
現在の第一の室内運転パラメーターが前回の第一の室内運転パラメーターより大きい場合
、現在の温度変化傾向が上昇傾向であると判定する。
【００８８】
今回取得したＴ１が前回取得したＴ１より大きければ、一定の時間間隔の後で、室内環境
温度値が前回取得したＴ１から今回取得したＴ１に上がったということになる。温度値が
上がったことは、温度変化の傾向が上昇であることを示す。よって現在の温度変化傾向は
上昇傾向であると判定できる。
【００８９】
本実施例で提案する自動無風感制御方法では、所定の頻度で第一の室内運転パラメーター
を取得した時、現在の第一の室内運転パラメーターが前回の第一の室内運転パラメーター
より小さいか否かを確定し、そして現在の第一の室内運転パラメーターが前回の第一の室
内運転パラメーターの値より小さい時、現在の温度変化傾向が下降傾向であると判定し、
簡単な数値の比較を通して、温度値の変化傾向を得ることができ、次の無風感の調節に判
断の基礎を提供した。
【００９０】
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第一実施例に基づいて、本発明の自動無風感制御方法の第四実施例を提案する。図９を参
照し、ステップＳ３０は以下のステップを含む。
【００９１】
ステップＳ３１において、エアコンの設定温度を取得し、現在の温度変化傾向が下降傾向
にあるか否かを確定する。
【００９２】
これ以前のステップにおいて、今回取得したＴ１が前回取得したＴ１より小さければ、一
定の時間間隔の後で、室内環境温度値が前回取得したＴ１から今回取得したＴ１に下がっ
たということになる。温度値が下がったことは、温度変化の傾向が下降であることを示す
。よって現在の温度変化傾向は下降傾向であると判定できる。
【００９３】
ステップＳ３２において、現在の温度変化傾向が下降傾向にある場合、前記設定温度及び
送風温度に基づいて、導風ストリップの運動状態、コンプレッサーの周波数及び送風機回
転数を調節する。
【００９４】
現在の温度変化傾向が下降傾向である判定結果を得た場合、エアコンの設定温度及び送風
温度の関係に基づいて、対応するルールにより、下降傾向の条件におけるエアコンの自動
無風感制御動作を得ることができる。
【００９５】
１）Ｔｓ＜２４℃の場合
【００９６】
Ｔａ＞２８℃である場合、上、下無風感を全てオフにする。即ち、同時に上、下の垂直導
風ストリップを開いて、風速を自動制御に設定する。
【００９７】
２６℃＜Ｔａ≦２８℃である場合、下無風感をオンにし、上無風感をオフにする。即ち、
上垂直導風ストリップを開いて、下垂直導風ストリップを閉じる。
【００９８】
２４℃＜Ｔａ≦２６℃である場合、上無風感と下無風感を交替でオンとオフにする。即ち
、上、下の垂直導風ストリップを交替で開いたり閉じたりする。具体的に、まずは上無風
感をオンにして、第一のプリセット時間運転し、そして上無風感をオフにすると同時に、
下無風感をオンして、第二のプリセット時間運転し、そして再び下無風感をオフにして、
上無風感をオンにして、第一のプリセット時間運転する。Ｔａ＜２４℃になるまで、上記
の過程で循環して交替をする。例えば、２４℃＜Ｔａ≦２６℃である場合、上無風感と下
無風感を交替でオンとオフにする。まずは上無風感をオンにして、時間ｔ１＝１２０ｓ運
転し、そして上無風感をオフにして下無風感をオンして、時間ｔ２＝６０ｓ運転し、そし
て再び下無風感をオフにして、上無風感をオンにする。Ｔａ＜２４℃になるまで、上記の
過程で循環して交替で運転する。
【００９９】
Ｔａ＜２４℃である場合、同時に上、下無風感をオンにする。即ち、同時に上垂直導風ス
トリップと下垂直導風ストリップを閉じる。
【０１００】
２）２４℃≦Ｔｓ＜２６℃の場合
【０１０１】
Ｔａ＞２８℃である場合、上、下無風感を全てオフにする。即ち、同時に上、下の垂直導
風ストリップを開いて、風速を自動制御に設定する。
【０１０２】
２６℃＜Ｔａ≦２８℃である場合、下無風感をオンにし、上無風感をオフにする。即ち、
上垂直導風ストリップを開いて、下垂直導風ストリップを閉じる。
【０１０３】
Ｔｓ＜Ｔａ≦２６℃である場合、上無風感と下無風感を交替でオンとオフにする。即ち、
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上、下の垂直導風ストリップを交替で開いたり閉じたりする。具体的に、まずは上無風感
をオンにして、第一のプリセット時間運転し、そして上無風感をオフにすると同時に、下
無風感をオンして、第二のプリセット時間運転し、そして再び下無風感をオフにして、上
無風感をオンにして、第一のプリセット時間運転する。Ｔａ＜Ｔｓになるまで、上記の過
程で循環して交替をする。例えば、Ｔｓ＜Ｔａ≦２６℃である場合、上無風感と下無風感
を交替でオンとオフにする。まずは上無風感をオンにして、時間ｔ１＝１２０ｓ運転し、
そして上無風感をオフにして下無風感をオンして、時間ｔ２＝６０ｓ運転し、そして再び
下無風感をオフにして、上無風感をオンにする。Ｔａ＜Ｔｓになるまで、上記の過程で循
環して交替で運転する。
【０１０４】
Ｔａ＜Ｔｓである場合、同時に上、下無風感をオンにする。即ち、同時に上垂直導風スト
リップと下垂直導風ストリップを閉じる。
【０１０５】
３）２６℃≦Ｔｓ＜２８℃の場合
【０１０６】
Ｔａ＞２８℃である場合、上、下無風感を全てオフにする。即ち、同時に上、下の垂直導
風ストリップを開いて、風速を自動制御に設定する。
【０１０７】
Ｔｓ＜Ｔａ≦２８℃である場合、上無風感と下無風感を交替でオンとオフにする。即ち、
上、下の垂直導風ストリップを交替で開いたり閉じたりする。具体的に、まずは上無風感
をオンにして、第一のプリセット時間運転し、そして上無風感をオフにすると同時に、下
無風感をオンして、第二のプリセット時間運転し、そして再び下無風感をオフにして、上
無風感をオンにして、第一のプリセット時間運転する。Ｔａ＜Ｔｓになるまで、上記の過
程で循環して交替をする。例えば、Ｔｓ＜Ｔａ≦２８℃である場合、上無風感と下無風感
を交替でオンとオフにする。まずは上無風感をオンにして、時間ｔ１＝１２０ｓ運転し、
そして上無風感をオフにして下無風感をオンして、時間ｔ２＝６０ｓ運転し、そして再び
下無風感をオフにして、上無風感をオンにする。Ｔａ＜Ｔｓになるまで、上記の過程で循
環して交替で運転する。
【０１０８】
Ｔａ＜Ｔｓである場合、同時に上、下無風感をオンにする。即ち、同時に上垂直導風スト
リップと下垂直導風ストリップを閉じる。
【０１０９】
４）Ｔｓ≧２８℃である場合、上、下無風感を全てオフにする。即ち、同時に上、下の垂
直導風ストリップを開いて、風速を自動制御に設定する。
【０１１０】
さらに、一実施例において、ステップＳ３１の後に、前記方法はさらに以下のことを含む
。
【０１１１】
現在の温度変化傾向が上昇傾向にある場合、前記設定温度及び送風温度に基づいて、導風
ストリップの運動状態、コンプレッサーの周波数及び送風機回転数を調節する。
【０１１２】
１）Ｔｓ＜２５℃の場合
【０１１３】
Ｔａ＞２９℃である場合、上、下無風感を全てオフにする。即ち、同時に上、下の垂直導
風ストリップを開いて、風速を自動制御に設定する。
【０１１４】
２７℃＜Ｔａ≦２９℃である場合、下無風感をオンにし、上無風感をオフにする。即ち、
上垂直導風ストリップを開いて、下垂直導風ストリップを閉じる。
【０１１５】
２５℃＜Ｔａ≦２７℃である場合、上無風感と下無風感を交替でオンとオフにする。即ち
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、上、下の垂直導風ストリップを交替で開いたり閉じたりする。具体的に、まずは上無風
感をオンにして、第一のプリセット時間運転し、そして上無風感をオフにすると同時に、
下無風感をオンして、第二のプリセット時間運転し、そして再び下無風感をオフにして、
上無風感をオンにして、第一のプリセット時間運転する。Ｔａ＜２５℃になるまで、上記
の過程で循環して交替をする。例えば、２５℃＜Ｔａ≦２７℃である場合、上無風感と下
無風感を交替でオンとオフにする。まずは上無風感をオンにして、時間ｔ１＝１２０ｓ運
転し、そして上無風感をオフにして下無風感をオンして、時間ｔ２＝６０ｓ運転し、そし
て再び下無風感をオフにして、上無風感をオンにする。Ｔａ＜２５℃になるまで、上記の
過程で循環して交替で運転する。
【０１１６】
Ｔａ＜２５℃である場合、同時に上、下無風感をオンにする。即ち、同時に上垂直導風ス
トリップと下垂直導風ストリップを閉じる。
【０１１７】
２）２５℃≦Ｔｓ＜２７℃の場合
【０１１８】
Ｔａ＞２９℃である場合、上、下無風感を全てオフにする。即ち、同時に上、下の垂直導
風ストリップを開いて、風速を自動制御に設定する。
【０１１９】
２７℃＜Ｔａ≦２９℃である場合、下無風感をオンにし、上無風感をオフにする。即ち、
上垂直導風ストリップを開いて、下垂直導風ストリップを閉じる。
【０１２０】
Ｔｓ＜Ｔａ≦２７℃である場合、上無風感と下無風感を交替でオンとオフにする。即ち、
上、下の垂直導風ストリップを交替で開いたり閉じたりする。具体的に、まずは上無風感
をオンにして、第一のプリセット時間運転し、そして上無風感をオフにすると同時に、下
無風感をオンして、第二のプリセット時間運転し、そして再び下無風感をオフにして、上
無風感をオンにして、第一のプリセット時間運転する。Ｔａ＜Ｔｓになるまで、上記の過
程で循環して交替をする。例えば、Ｔｓ＜Ｔａ≦２７℃である場合、上無風感と下無風感
を交替でオンとオフにする。まずは上無風感をオンにして、時間ｔ１＝１２０ｓ運転し、
そして上無風感をオフにして下無風感をオンして、時間ｔ２＝６０ｓ運転し、そして再び
下無風感をオフにして、上無風感をオンにする。Ｔａ＜Ｔｓになるまで、上記の過程で循
環して交替で運転する。
【０１２１】
Ｔａ＜Ｔｓである場合、同時に上、下無風感をオンにする。即ち、同時に上垂直導風スト
リップと下垂直導風ストリップを閉じる。
【０１２２】
３）２７℃≦Ｔｓ＜２９℃の場合
【０１２３】
Ｔａ＞２９℃である場合、上、下無風感を全てオフにする。即ち、同時に上、下の垂直導
風ストリップを開いて、風速を自動制御に設定する。
【０１２４】
Ｔｓ＜Ｔａ≦２９℃である場合、上無風感と下無風感を交替でオンとオフにする。即ち、
上、下の垂直導風ストリップを交替で開いたり閉じたりする。具体的に、まずは上無風感
をオンにして、第一のプリセット時間運転し、そして上無風感をオフにすると同時に、下
無風感をオンして、第二のプリセット時間運転し、そして再び下無風感をオフにして、上
無風感をオンにして、第一のプリセット時間運転する。Ｔａ＜Ｔｓになるまで、上記の過
程で循環して交替をする。例えば、Ｔｓ＜Ｔａ≦２９℃である場合、上無風感と下無風感
を交替でオンとオフにする。まずは上無風感をオンにして、時間ｔ１＝１２０ｓ運転し、
そして上無風感をオフにして下無風感をオンして、時間ｔ２＝６０ｓ運転し、そして再び
下無風感をオフにして、上無風感をオンにする。Ｔａ＜Ｔｓになるまで、上記の過程で循
環して交替で運転する。



(20) JP 6808070 B2 2021.1.6

10

20

30

40

50

【０１２５】
Ｔａ＜Ｔｓである場合、同時に上、下無風感をオンにする。即ち、同時に上垂直導風スト
リップと下垂直導風ストリップを閉じる。
【０１２６】
４）Ｔｓ≧２９℃である場合、上、下無風感を全てオフにする。即ち、同時に上、下の垂
直導風ストリップを開いて、風速を自動制御に設定する。
【０１２７】
本実施例で提案する自動無風感制御方法によれば、エアコンの設定温度を取得することで
、現在の温度変化傾向が下降傾向にあるか否かを確定する。そして現在の温度変化傾向が
下降傾向にある場合、前記設定温度及び送風温度に基づいて、導風ストリップの運動状態
、コンプレッサーの周波数及び送風機回転数を調節する。無風感モードに入ってから、人
々がエアコンを使用する過程においてより快適に感じるように、Ｔｓ、検知したＴａの値
及びＴａの値の変化傾向に基づいて、自動的に無風感方式を制御する。これにより目標設
定温度に達する前提において、風吹感現象が現れる可能性を減らす。特に室内環境が快適
、或いは涼しめになった時、より快適な送風モードを提供できる。
【０１２８】
本願は更に、コンピュータ読み取り可能な記憶媒体を提案する。
【０１２９】
本発明のコンピュータ読み取り可能な記憶媒体には、自動無風感制御プログラムが記憶さ
れている。ここで、前記自動無風感制御プログラムがプロセッサーにより実行される時、
エアコンが自動無風感モードに入った時、所定の頻度で第一の室内運転パラメーターと第
二の室内運転パラメーターを取得し、前記第一の室内運転パラメーターと前記第二の室内
運転パラメーターに基づいて送風温度を得る操作と、前記第一の室内運転パラメーターに
基づいて現在の温度変化傾向を判断する操作と、エアコンの設定温度を取得し、前記設定
温度、温度変化傾向及び送風温度の関係に基づいて対応する自動無風感制御動作を実行す
る操作と、を実現する。
【０１３０】
ここで、前記自動無風感制御プログラムがプロセッサーにより実行される時はさらに、自
動無風感モードのオン命令を取得した時、エアコンの設定温度及び第一の室内運転パラメ
ーターを取得し、前記設定温度と第一の室内運転パラメーターの関係がプリセット条件を
満たすか否かを確定する操作と、前記設定温度と第一の室内運転パラメーターの関係がプ
リセット条件を満たす時、自動無風感モードに入る操作と、を実現する。
【０１３１】
ここで、前記自動無風感制御プログラムがプロセッサーにより実行される時はさらに、前
記設定温度と第一の室内運転パラメーターの関係がプリセット条件を満たさない時、現在
のモードを保つ操作を実現する。
【０１３２】
ここで、前記自動無風感制御プログラムがプロセッサーにより実行される時はさらに、所
定の頻度で第一の室内運転パラメーターを取得した時、現在の第一の室内運転パラメータ
ーが前回の第一の室内運転パラメーターより小さいか否かを確定する操作と、現在の第一
の室内運転パラメーターが前回の第一の室内運転パラメーターより小さい場合、現在の温
度変化傾向が下降傾向であると判定する操作と、を実現する。
【０１３３】
ここで、前記自動無風感制御プログラムがプロセッサーにより実行される時はさらに、現
在の第一の室内運転パラメーターが前回の第一の室内運転パラメーターより大きい場合、
現在の温度変化傾向が上昇傾向であると判定する操作を実現する。
【０１３４】
ここで、前記自動無風感制御プログラムがプロセッサーにより実行される時はさらに、エ
アコンの設定温度を取得し、現在の温度変化傾向が下降傾向にあるか否かを確定する操作
と、現在の温度変化傾向が下降傾向にある場合、前記設定温度及び送風温度に基づいて、
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導風ストリップの運動状態、コンプレッサーの周波数及び送風機回転数を調節する操作と
、を実現する。
【０１３５】
ここで、前記自動無風感制御プログラムがプロセッサーにより実行される時はさらに、現
在の温度変化傾向が上昇傾向にある場合、前記設定温度及び送風温度に基づいて、導風ス
トリップの運動状態、コンプレッサーの周波数及び送風機回転数を調節する操作を実現す
る。
【０１３６】
ここで、前記自動無風感制御プログラムがプロセッサーにより実行される時はさらに、自
動無風感モードのオフ命令を取得した時、或いは、他のモードに切り換える命令を取得し
た時、自動無風感モードを終了する操作を実現する。
【０１３７】
本文において、術語「含む」、「含める」或いは何れの他のバリエーションは非排他的な
包含を意味することで、一連の要素の過程、方法、物品或いはシステムがそれらの要素だ
けでなく、明確に列挙されていない他の要素を含み、或いはこの種の過程、方法、物品或
いはシステムに固有の要素を含むようにする。それ以上の制限がない状況で、語句「一つ
の．．．を含む」により限定される要素は、当該要素を含む過程、方法、物品或いはシス
テムの中に他の同じ要素が存在することを除外しない。
【０１３８】
上記本発明の実施例の番号は説明用だけであって、実施例の優劣を表すものではない。
【０１３９】
以上の実施態様の説明を通して、当業者ははっきりと、上記の実施例の方法はソフトウェ
アに必要な汎用ハードウェアプラットフォームを加える方法（勿論ハードウェアでもいい
が、多くの場合では前者はより良い実施方法）で実現できると理解できる。このような理
解に基づいて、本発明の技術案は、本質としては、或いは先行技術に対し貢献する部分は
、ソフトウェア製品の形式で体現できる。当該コンピュータソフトウェア製品は上記のよ
うな記憶媒体（例えばＲＯＭ／ＲＡＭ、磁気ディスク、光ディスク）の中に記憶でき、一
台の端末機器（携帯電話、コンピュータ、サーバー、エアコン、或いはネットワーク機器
等でもよい）に本発明の各実施例で説明する方法を実行させる幾つかの命令を含む。
【０１４０】
以上は本発明の好ましい実施例にすぎず、それによって本発明の保護範囲を制限するわけ
ではない。本発明の明細書及び図面の内容を利用してなされた等価構造或いは等価流れ変
換、或いは直接または間接的な他の関連する技術分野への応用は、同じ理由で本発明の特
許の保護範囲に含まれる。
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